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研究成果の概要（和文）：本研究では、若年層女性雇用就農者の就農プロセスやキャリア形成、モチベーショ
ン、および若年層女性雇用就農者の定着に向けた支援策を検討した。その結果、若年層女性が農業を食として選
択する理由として、ライフステージやワークライフバランスに合わせて働けることを重視していることが明らか
になった。また、採用時には、本人の希望と業務内容のマッチング、社会的な使命感を持って働ける環境づくり
や経営理念の共有促進、性別を問わない形での権限や責任を付与することが重要と考えられる。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the farming process, career development, 
motivation, and support measures for the retention of young female farmers. As a result, it became 
clear that the reason why young women choose agriculture as food is that they can work according to 
their life stage and work-life balance. In addition, when hiring young women, it is important to 
match their wishes with the work content. After employment, it is considered important to create an 
environment in which women can work with a sense of social responsibility, promote the sharing of 
management principles, and grant authority and responsibility in a manner that does not discriminate
 between genders.

研究分野： 農村社会学

キーワード： 女性農業者　ワークライフバランス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、女性農業者研究は、高年層を対象とした研究が中心で、若年層に関する研究、とりわけ、雇用就農者を対
象にした研究は皆無である。また、農業法人の人材マネジメントに関する研究も男性が中心である。主体的選択
によって農業を職業としている若年層女性雇用就農者が、職業としての農業をどのように捉え、キャリアデザイ
ンするのかを明らかにすることで、現代的な課題に対してアプローチが可能になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国は、少子高齢化時代を迎え、労働力人口をいかに確保していくかが大きな課題となって

いる。昨今、日本では、女性の就業者数・割合は増加している。価値観の多様化やグローバル化
により、女性の就業意識は大きく変化しており、さらに女性活躍推進法施行等の社会的背景もあ
り、今後も女性の就業者は増加していくだろう。しかし、女性の就業には依然としてライフイベ
ントの影響を受けるといった課題もある。そのため、女性の場合は、個人のキャリア（生き方）
をどのようにデザインしていくかが重要になっている。 
農業分野では、6 次産業化の進展等により、女性農業者、なかでも若年層への注目度が非常に

高まっている。特に、若年層の女性にとって雇用就農が、農業を職業とするための重要な選択肢
となっている。また、若年層女性のライフコース（個々人の人生の軌道）は多様化しているため、
雇用就農に至るまでのパターンが様々あると考えられる。若年層女性にとって職業としての農
業に対する肯定感が顕著になっていることなどから、農村に様々なライフコースを描く女性が
存在していると考えられる。 
 

２．研究の目的 
本研究では、若年層女性を雇用する農業法人を対象として、若年層女性雇用就農者の就農プロ

セス、彼女たちの描くキャリアデザインや仕事に対するモチベーション等を把握し、若年層女性
雇用就農者に有効な人材マネジメントや定着に向けた課題を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、若年層女性雇用就農者、農業法人の代表者や人事担当者などへのインタビュー調

査により、①若年層女性雇用就農者のライフコースからみた就農プロセスやこれまで実際に形
成してきたキャリアに関する実態分析、②若年層女性雇用就農者のモチベーションとキャリア
デザインに関する実態分析、③若年層女性雇用就農者のモチベーションやキャリアデザインに
基づいた雇用定着に向けた支援策という 3つの課題にアプローチする。 
 
４．研究成果 
 実態調査および文献調査から以下のような知見を得ることができた。 
（１）若年層女性雇用就農者の就農プロセスやキャリア形成 
第一に、女性の就農プロセスやキャリアに関する実態調査および分析からは、農家出身者で

あっても、必ずしも農業系の大学や高校などでの学習はしておらず、就農後に働きながら習得
したケースが多かった。そして、経験や知識はないもののその企業で行っている加工に取り組
んでみたいという欲求をかなえられる場としてその法人が選択されていることなども明らかと
なった。また、独立就農を考えたものの、それが困難であると判断し、雇用就農を選択してい
るケースも多くみられた。特に、有機農業の農業法人では、食や農、環境への関心から就農し
ているケースが多くみられた。農業を職として選択する理由としては、ライフステージに合わ
せて働けることを魅力として回答する女性が多く、この点は支援策にも反映するべき点と考え
られた。 
 
（２）若年層女性雇用就農者のモチベーション 
実態調査および分析からは、①生産している農産物に対して自身が納得するとともに、消費

者から評価を得られること（納得できる食べ物の生産ができている、消費者交流によって消費
者の反応を知ることができる）、②仕事として、性別を問わずに権限や責任ある役割をまかされ
ていること、自分の意見やアイディアを聞いてもらえる関係にあること、相談しやすい雰囲気
づくり、③経営の安定している農業法人で勤務できている安心感、ワークライフバランスを考
慮した就業環境の整備（子育てや介護を理由とする急な休暇取得や早退などへの対応）が重要
であることなどが明らかになった。また、一部の若年層女性雇用就農者からは、性別や経験年
数を理由に任せてもらえない作業があることや技術や作業面でのサポート体制が不十分なこと
が挙げられており、人材育成面で不満が生じていることも明らかになった。その対応策として
は、作業への男性のサポートが行われている場合があり、その点は肯定的な評価を得られてい
るため、サポートの充実や十分なコミュニケーションによって社員の意欲や能力を見極めなが
ら配置や業務内容を決定する必要があると考えられる。 
また、女性を雇用している農業法人での従業員に対する人事評価に関する実態調査および分

析を行った。今後、法人の規模拡大などに伴って雇用者数が増加していく可能性が高いと考え
られることから、従業員評価に関する取り組みの必要性は高まると考えられるものの、絶対的
に正しい評価方法は現時点で確立されていないことから、経営者と従業員との関係の中でより
正しいと思われる評価方法を構築していく必要があると考えられる。現時点で確認されている
農業法人従業員の評価制度としては、経営者による主観的評価、経営者によって評価項目を設
定した評価、従業員同士の評価、管理職・役員による二段階評価であった。従業員の規模や会



社の構造、経営方針によって従業員に求める能力や評価する項目は異なるため、これらの点を
明確にして、従業員評価制度を構築していくことが必要と考えられる。また、評価制度を運用
後にも注意を払う必要がある。評価がマンネリ化したことで、従業員のモチベーションが下が
り、離職につながったケースもあったため、面談などを通じて評価のフィードバックを適切に
行い、従業員のモチベーション向上をはかる必要があるとともに、評価制度自体を常に見直し
て改善していくことが求められる。 

 
（３）若年層女性雇用就農者の定着に向けた支援策 
実態調査などを通じて、採用前、採用時、採用後の３つの段階で、女性雇用就農者の定着に

向けて必要と考えられるものは、以下のとおりである。 
採用前には、男女別のトイレや更衣室の設置などの就業環境改善、ワークライフバランスを

考慮した体制整備、インターンシップ実施によるミスマッチの防止が重要である。採用時には
本人の希望と業務内容のマッチングを十分に検討し、採用後は、社会的な使命感を持って働け
る環境づくりや経営理念の共有促進、性別を問わずに権限や責任を付与することが重要である
と考えられる。また、消費者との交流など、農業の特色を活かした動機づけを行う必要があ
る。特に、若年層女性を正社員として雇用するうえでは、ライフステージやワークライフバラ
ンスを考慮したキャリア形成をいかに図っていけるかが重要と考えられる。その前提には、安
定的な経営を図っていくことが求められる。また、経営者やリーダーのきめ細かな職場環境づ
くりが重要ということが実態調査からは示唆された。 
そのほか、実態調査や文献調査から、農業機械の取り扱いの状況が雇用就農者を含め若年層

女性のキャリア形成に重要と考えられ、農業機械の扱い方等に関する研修会の実施なども検討
されるべきであることが示唆された。 
 
（４）その他 
 広く、女性農業者のキャリア形成の観点から、農業委員登用に関しても検討を行った。 
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